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市　の　人　口
（平成１４年９月１日現在）

世帯数　  ７１,０３９世帯　
人　口　１８９,８００人    
　　男　  ９３,００３人
　　女　  ９６,７９７人

（前月比６８世帯増）
（前月比２８人減）

       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100

　

平
成　

年　

月
か
ら　

歳
以
上
の
人
の

14

10

70

　

高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度
がが
変変
わわ
りり
まま
すす

　

す
べ
て
の
国
民
が
医
療
保
険
に
加
入
し
、
医
療
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
国
民
皆
保
険
制

度
を
維
持
し
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
ゆ

る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
健
康
保
険
法

等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
十
月
一
日

か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
高
齢

者
医
療
制
度
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

□問
 

健
康
生
き
が
い
課
・
国
保
年
金
課

●　

〜　

歳
の
人
＝
◎
昭
和
七

７０

７４

年
九
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
、
引
き
続
き
老
人
保
健

で
医
療
を
受
け
ま
す
。
◎
昭
和

七
年
十
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
は
、
七
十
五
歳
に
な
る
ま

で
は
国
民
健
康
保
険
・
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
、
現
在
加
入
し

て
い
る
各
医
療
保
険
で
医
療
を

受
け
、
七
十
五
歳
に
な
る
と
老

人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●　

歳
以
上
の
人
＝
◎
七
十
五

７５
歳
以
上
の
人
（
一
定
の
障
害
が

あ
り
認
定
を
受
け
た
六
十
五
歳

以
上
の
人
）
は
、
引
き
続
き
老

人
保
健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
で

す
。

 　
 
医
療
受
給
者
証
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

（２）

　

平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら

七
十
歳
以
上
の
人
は
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
一
割
（
一
定
以
上

の
所
得
者
は
二
割
）
の
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
◎
平
成
十

四
年
九
月
三
十
日
に
す
で
に
七

十
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

は
六
十
五
歳
）
以
上
の
人
に
つ

い
て
は
、
市
が
、
老
人
保
健
医

療
受
給
対
象
者
の
世
帯
状
況
お

よ
び
前
年
所
得
に
基
づ
く
負
担

区
分
の
判
定
を
行
い
、
負
担
区

分
を
表
示
し
た
医
療
受
給
者
証

を
今
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
お
持
ち
の
旧
医
療
受
給

者
証
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
◎
平
成
十
四
年
十

月
一
日
以
降
に
七
十
歳
に
な
る

人
（
昭
和
七
年
十
月
一
日
以
降

生
ま
れ
）
に
つ
い
て
は
、
加
入

さ
れ
て
い
る
保
険
者
が
、
世
帯

状
況
お
よ
び
前
年
所
得
な
ど
に

基
づ
く
負
担
区
分
の
判
定
を
行

い
、
負
担
区
分
を
表
示
し
た
高

齢
受
給
者
証
（
国
保
の
場
合
、

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
保
険
証
と
一
緒
に
医
療

機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
適
用
は
、
昭
和
七
年
十
月

一
日
生
ま
れ
の
人
は
十
月
か
ら
、

昭
和
七
年
十
月
二
日
生
ま
れ
以

降
の
人
は
、
誕
生
日
の
翌
月
か

ら
（
一
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ

の
月
か
ら
）
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
十
月
一
日
か
ら
医
療

費
の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま

す
。
七
十
歳
以
上
の
人
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
は
、
新
た
に
送
付
さ
れ
る

負
担
区
分
を
表
示
し
た
医
療
受

給
者
証
な
ど
に
基
づ
き
、
外

来
・
入
院
の
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か

っ
た
費
用
の
一
割
ま
た
は
二
割

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
入
院
に

つ
い
て
は
負
担
区
分
に
応
じ
た

自
己
負
担
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
来
の
月
額
上
限
制
お

よ
び
診
療
所
の
定
額
制
（
一
日

八
百
五
十
円
＝
一
か
月
に
四
回

を
限
度
）
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
保
険
制
度
の
見
直
し
に

伴
い
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ

た
と
き
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
、
新
た
に
一
か
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
外
来
分
に
つ
い
て
は
、
個

人
ご
と
に
負
担
区
分
に
応
じ
て

一
か
月
の
自
己
負
担
限
度
額
が

定
め
ら
れ
、
そ
の
額
を
超
え
る

金
額
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ

り
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
負
担
区
分
に

応
じ
て
世
帯
単
位
で
の
一
か
月

の
自
己
負
担
限
度
額
が
定
め
ら

れ
、
世
帯
単
位
で
集
計
し
た
自

己
負
担
の
合
計
額
（
入
院
分
を

含
め
る
）
が
そ
の
額
を
超
え
る

金
額
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ

り
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
一
定
以
上
の
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
過
去
一
年

間
に
四
回
以
上
高
額
医
療
費
の

支
給
を
受
け
た
場
合
、
四
回
目

か
ら
は
自
己
負
担
限
度
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
七
十
歳

未
満
の
国
民
健
康
保
険
対
象
者

な
ど
に
つ
い
て
も
一
か
月
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
更
さ
れ
ま

す
。（
左
表
を
参
照
）

　

現
在
、
交
付
し
て
い
る
老
人

保
健
医
療
の
入
院
時
一
部
負
担

金
限
度
額
適
用
・
入
院
時
食
事

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ

い
て
は
制
度
改
正
に
伴
い
、
証

の
名
称
（
限
度
額
適
用
・
入
院

時
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

お
よ
び
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
減
額
認
定
証
を
更
新

し
ま
す
。
現
在
交
付
さ
れ
て
い

る
人
が
新
制
度
で
引
き
続
き
適

用
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
市

か
ら
新
た
に
減
額
認
定
証
を
送

付
し
ま
す
（
送
付
時
期
に
つ
い

て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
減
額

認
定
証
は
、
当
面
の
間
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
左
表
の

と
お
り
、
低
所
得
区
分
が
低
所

得
者
Ⅰ
に
該
当
す
る
人
は
改
め

て
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
老
人
保
健
医
療
受

給
対
象
者
お
よ
び
宇
治
市
国
保

加
入
者
で
七
十
歳
以
上
の
人
か

ら
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
申
請
書
の
提
出
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
申
請
者
と
、

同
一
世
帯
員
に
つ
い
て
課
税
状

況
お
よ
び
所
得
状
況
を
把
握
し
、

低
所
得
区
分
の
認
定
を
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
健
康

生
き
が
い
課
医
療
係
ま
た
は
国

保
年
金
課
国
保
給
付
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 入院   外来　区　分

　
　
　
　
　
 　

歳
以
上
の
高
齢
者

70  37,200 円

 

 3,200円
（大病院  
5,300円）

   一　般　

 24,600 円
 住民税
 非課税
 世帯

　
　
　
　

低
所
得
者

 15,000 円
 老齢福
 祉年金
 受給者

121,800 円＋ 1％
[医療費が 609,000
円を超えた場合は
超えた分の 1％を加
算 ] (70,800 円 )

上位所得者

     　

歳
未
満
の
人
（
国
保
対
象
者
な
ど
）

70

 63,600 円＋ 1％
[医療費が 318,000
円を超えた場合は
超えた分の 1％を加
算 ] (37,200 円 )

　一　般

　　35,400 円 　　
　 （24,600 円）  低所得者

　区　分 　　自己負担限度額
　　 （外来＋入院）

 外来（個人
   ごとに計算）

 72,300 円＋ 1％
[医療費が 361,500 円
を超えた場合は超えた
分の 1％を加算 ] 
         (40,200 円 )

 40,200 円  一定以上
  の所得者

          40,200 円 12,000 円   一　般

　　　24,600 円

   8,000 円

     
Ⅱ

 
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）　

        
低 
所 
得 
者 　　　15,000 円

     
Ⅰ

139,800 円＋ 1％
[医療費が699,000円を超えた場合
は超えた分の 1％を加算 ]
　　　　　 (77,700 円 )

上位所得者

  72,300 円＋ 1％
[医療費が361,500円を超えた場合
は超えた分の 1％を加算 ] 
                  (40,200 円 )

    一　般

                     35,400 円 　　　
                  （24,600 円）

 低所得者 
（住民税非
課税世帯）

１か月の自己負担限度額

 [ 新制度 ] 平成 14年 10月 1日から [ 現行制度 ] 平成 14年 9月 30日まで

 ※低所得区分：[低所得者Ⅱ ]すべての世帯員が市町村民税非課税の場合
 [低所得者Ⅰ]すべての世帯員が市町村民税非課税でかつ地方税法上の総所得金額および山
林所得金額に係る各種所得並びに他の所得と区分して計算される所得の金額が 0円の場合

※（　 ）は、過去 1年間に 4回以上高額医療費の支給があった場合で、4回目以降の額
※上位所得者とは、国保で健康保険料の算定基礎となる賦課基準所得金額が 670 万円を超える世帯

 　
 
減
額
認
定
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

（５）

 　
 
医
療
機
関
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
が

（３）
  　
 
変
わ
り
ま
す

 　
 
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
の    

（１）
       
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

 　
 
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の   

（４）
      
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
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ごみ出しルールを守りましょう
　

私
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
ご
み

を
出
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ご
み
は
出

し
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

九
月
二
十
四
日
は
清
掃
の
日
。
こ
の
機
会
に
、

手
を
離
れ
た
後
の
ご
み
に
つ
い
て
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

ご
み
減
量
推
進
課

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
ボ
ン
ベ
缶
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
四
月

か
ら
「
も
え
な
い
ご
み
と
は
分

け
て
出
す
」
方
法
に
変
更
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
で
の

穴
あ
け
時
の
事
故
や
、
収
集

車
・
処
理
工
場
で
の
爆
発
・
火

災
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。　

し
か
し
、
い
ま
も
な
お

「
中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の
ス
プ

レ
ー
缶
」
を
原
因
と
す
る
収
集

車
両
の
火
災
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
収
集
作
業
の
安
全
確
保

の
た
め
、
①
中
身
を
使
い
き
り

穴
を
あ
け
な
い　

②
ス
プ
レ
ー

缶
の
み
を
透
明
袋
に
入
れ
る　

は
な
く
資
源
回
収
品
で
あ
る
」

と
い
う
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
と
し
て
出
し
た

も
の
で
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
、

持
ち
去
り
が
不
法
行
為
で
あ
る

こ
と
を
警
告
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
お
困
り

で
、
ち
ら
し
を
希
望
す
る
人
は
、

ご
み
減
量
推
進
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
ご
み
収
集
場
所
に
排

出
さ
れ
て
い
る
資
源
ご
み
を
無

断
で
持
ち
去
る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
ア
ル
ミ
缶
は
、

売
却
相
場
が
高
い
こ
と
か
ら
狙

わ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
ご
み

収
集
場
所
を
散
乱
さ
せ
、
皆
さ

ん
の
分
別
に
よ
る
協
力
を
無
駄

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
収
集
し

た
缶
を
選
別
す
る
福
祉
施
設
の

運
営
（
選
別
後
の
缶
の
売
却
益

を
運
営
費
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
）
に
も
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
今
回
、
市
で
は
缶

の
無
断
持
ち
去
り
の
被
害
で
困

っ
て
い
る
人
に
対
し
、
警
告
用

の
ち
ら
し
を
作
り
ま
し
た
。
こ

の
ち
ら
し
を
ご
み
収
集
場
所
に

は
っ
て
、「
ご
み
（
不
要
品
）
で

9 月 24 日は
清掃の日 ごごみみのの減減量量はは分分別別かからら
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水前寺清子コンサート

□問 宇治市文化センター（�３９-９３３３）

チケットは各プレイ
ガイドで発売中

　

情
報
社
会
と
い
わ
れ
る
中
で
、

情
報
が
私
た
ち
に
も
た
ら
す
も

の
は
何
か
を
知
り
、
自
分
に
必

要
な
情
報
を
選
び
取
り
、
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

実
際
に
情
報
誌
を
作
り
、
企
画

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
内
容
…
下
表
の
と
お

り
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

３
時
半

▼
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー▼
講
師
…
井
上
は
ね
こ
さ
ん

（
ア
ミ
編
集
者
学
校
）

▼
対
象
…
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ

ン
で
文
章
を
入
力
で
き
、
全
日

程
受
講
可
能
な
人

▼
定
員
…　

人
（
多
数
の
場
合

２５

は
抽
選
）

▼
参
加
費
…
無
料

▼
保
育
…
２
歳
〜
小
学
３
年
生

▼
申
し
込
み
…
住
所
・
氏
名
・

電
話
（
フ
ァ
ク
ス
）
番
号
・
保

育
希
望
の
人
は
お
子
さ
ん
の
名

前
・
年
齢
を
書
き
、　

月
７
日

１０

�
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
に
男
女
共
同
参
画
課

（ 
〒
６
１
１
�
０
０
２
１
宇

治
琵
琶　

�　

生
涯
学
習
セ
ン

４５

１４

タ
ー
３
階
、
�　

・
８
７
６
９
、

２０

� 　

・
８
７
７
８
）
へ
。
フ
ァ

２０
ク
ス
の
場
合
は
男
女
共
同
参
画

課
宛
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

情報がもたらすもの
情報を使いこなす10/10（木）

編集の基本
企画を立ててみよう10/17（木）

文章表現の基礎10/24（木）
レイアウトの基礎と実践10/31（木）
情報誌の完成・合評会11/14（木）

　

現
在
、
新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど

の
古
紙
類
が
、
ご
み
と
し
て
た

く
さ
ん
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
資
源
の
浪
費
と
い
う

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
処
理
費

用
の
圧
迫
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
地
球
環
境
保

護
と
ご
み
減
量
化
を
進
め
る
た

め
に
、
古
紙
類
に
つ
い
て
今
後
、

も
え
る
ご
み
で
排
出
で
き
な
い

ル
ー
ル
へ
の
変
更
を
考
え
て
い

ま
す
（
時
期
は
未
定
）。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
現
在
、
町

内
会
な
ど
で
行
う
古
紙
等
集
団

回
収
活
動
に
報
償
金
を
交
付
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
四
年
一
月
の
支
援
制
度
開

始
か
ら
多
く
の
登
録
が
あ
り
、

既
に
市
内
全
体
の
半
分
を
超
え

る
約
四
万
世
帯
で
、
町
内
会
な

ど
を
中
心
に
古
紙
回
収
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
市
内
全
世
帯
に
広
げ
る

た
め
に
、
引
き
続
き
実
施
団
体

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
古
紙
回
収
を
実
施
し
て

い
な
い
町
内
会
な
ど
に
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
制
度

の
説
明
に
も
伺
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
ご
み
減
量
推
進
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11 月 23 日（祝）
①午後２時半　②午後６時
　　　　（２回公演）

文化センター大ホール
＜全席指定＞　
3500 円（当日券 4000 円）

持ち去りは不法行為です

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
出
し
方
や

マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
な
い
た

め
に
、
収
集
作
業
の
上
で
危
険

で
あ
っ
た
り
、
困
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
（
左
上
図
参

照
）。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は

特
に
注
意

①ストーブ…灯油を抜き、電池をとる
②割れ物…厳重につつみ、割れ物と表示する
③針・刃物…ガムテープや厚紙で包む

①ストーブ ②割れ物 ③針・刃物

①駐車…ごみの収集場所付近には、
　　　　 駐車しないでください
②ふた…びん・ペットボトルのふた 
   　　　　は、外してから出して くだ
　　　　   さい（ふたはもえないごみ）

①家電…購入した店・買い替えた
　　　　店などにリサイクルを
　　　　依頼してください
②タイヤ・バッテリー…販売店・
　　　　専門業者などに相談し
　　　　てください

①家電 4品目

②タイヤ・
　バッテリー

企画力養成セミナー

伝えるための
　　　情報誌づくり

必ず使いきり 中身の見える
袋に入れる

③
も
え
な
い
ご
み
の
日
に
分
け

て
出
す
こ
と
に
つ
い
て
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
作
業
の
都
合
上
、

「
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
と

「
発
泡
ト
レ
ー
類
」
は
別
々
に

収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

収
集
を
開
始
す
る
朝
九
時
以
降

に
は
、
ど
ち
ら
か
の
収
集
が
終

わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
源
ご
み
は
、
朝
九
時
ま
で
に

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

缶
の
無
断
持
ち
去
り
の

  
警
告
用
ち
ら
し
が
あ
り
ま
す

古
紙
等
集
団
回
収
支
援

　

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

困ります 収集や処理の妨
げになります

収集でき
ません

ごみとしては集
められません

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン

事故の原因にな
ります

危ない
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国
民
年
金
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
農
林
漁
業
・
自
営
業

な
ど
の
人
と
、
そ
の
配
偶
者
や

学
生
の
人
な
ど
第
一
号
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
で
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
保
険
料
の
納
付
は
、
将
来

に
年
金
を
受
け
る
権
利
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
納
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と　
　

　
　

ど
う
な
る
の　
　
　
　

　

各
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期

限
は
、
翌
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
受
け

ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
時
に
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
　

便
利
・
安
心
・
確
実
な　

　
　

口
座
振
替
が
お
す
す
め

　

口
座
振
替
は
、
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
に
は
、

預
金
通
帳
・
通
帳
印
と
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
を
持
っ
て
、

直
接
金
融
機
関
（
郵
便
局
も
含

む
）
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と　

　
　

が
困
難
な
と
き
は　
　
　

　

経
済
的
な
理
由
で
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
人
は
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

過
年
度
の
保
険
料
も
納　

　
　

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い

る
期
間
の
う
ち
過
去
二
年
分
に

つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

問
い
合
わ
せ
先
は　
　
　

　

納
付
書
の
発
行
や
口
座
振
替

な
ど
に
関
す
る
こ
と
は
、
京
都

南
社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
７

５
・
６
４
３
・
３
５
４
１
）へ
。

免
除
や
学
生
納
付
特
例
の
申
請

に
関
す
る
こ
と
は
、
市
国
保
年

金
課
で
す
。

　

年
金
相
談
所
の
開
設

　

年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
安

定
だ
け
で
な
く
病
気
や
け
が
で

障
害
を
受
け
た
場
合
の
支
え
と

も
な
る
も
の
で
す
。
保
険
料
の

未
納
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
保
険
料
納
付
や
加
入
届
の

受
け
付
け
、
年
金
相
談
な
ど
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ
…
９
月　

日
２４

�
＝
ア
ル
プ
ラ
ザ
宇
治
東
店
、

９
月　

日
�
＝
木
幡
公
民
館
、

２５

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
３

１０

時　●
問
い
合
わ
せ
…
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
（
�
０
７
５
・
６

４
３
・
３
５
４
１
）
ま
た
は
市

国
保
年
金
課

1 月12 月11月10月コース名会　場
  5（木） 栄養と体操

　木幡公民館
12（木）お産と赤ちゃん

8（水） 10（木）栄養と体操
　大和田集会所

15（水）18（金）お産と赤ちゃん
25（金）栄養と体操

　保健医療センター
 1（火）お産と赤ちゃん

  4（水）栄養と体操　南宇治コミュニティ
　センター 11（水）お産と赤ちゃん

  13（水）栄養と体操
　小倉公民館

 20（水）お産と赤ちゃん
 9（木） 9（水）栄養と体操　槇島コミュニティ

　センター 16（木）16（水）お産と赤ちゃん
30（木） 19（木）28（木）24（木）クッキング　生涯学習センター
18（土）21（土）9（土）19（土）パパ・ママ　保健医療センター

つ
い
て
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
ス

ー
ツ
試
着
、
赤

ち
ゃ
ん
の
入
浴

実
習

　

▼
と
き
・
と

こ
ろ
…
下
表
の

と
お
り　

▼
受

講
料
…
無
料　

▼
申
し
込
み
…

す
べ
て
予
約
制

で
す
。
保
健
推

進
課
へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※
お
知
ら
せ
…

　

月
の
パ
パ
・

１１マ
マ
コ
ー
ス
の

日
程
が
９
日
に

１
時
半
〜
４
時　

分
）
…
妊
婦

４０

さ
ん
の
こ
こ
ろ
の
話
、
母
乳
に

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

１
時
半
〜
４
時
）
…
バ
ラ
ン
ス

食
の
ヒ
ン
ト
、
か
ん
た
ん
妊
婦

体
操
、
交
流
タ
イ
ム

② 
お
産
と
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ス

（
午
後
１
時
半
〜
４
時
）
…
お

産
の
話
と
過
ご
し
方
、
赤
ち
ゃ

ん
の
育
て
方
、
先
輩
マ
マ
と
赤

ち
ゃ
ん
と
の
交
流
会

③ 
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
午
前　
１０

時
〜
午
後
１
時
）
…
た
の
し
い

お
い
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
、
塩
分

測
定
に
ト
ラ
イ
、
交
流
タ
イ
ム

④ 
パ
パ
・
マ
マ
コ
ー
ス
（
午
後

　

市
で
は
、
毎
年
約
千
八
百
人

に
母
子
手
帳
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、「
近
所
の
妊

婦
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
り
た

い
」　
「
引
っ
越
し
て
き
た
の
で

宇
治
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
に
参

加
し
て
、
不
安
や
悩
み
を
解
消

し
、
子
育
て
仲
間
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。
講
座
に
は
次
の
四
コ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

① 
栄
養
と
体
操
コ
ー
ス
（
午
後

 お忘れなく
 国民年金保険料の納付

□問 京都南社会保険事務所（�０７５-６４３-３５４１）
　市国保年金課

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

友
人
か
ら
、
販
売

　
　
　

組
織
に
参
加
し
、
知

人
に
広
め
て
入
会
者
を
増
や

す
と
も
う
か
る
と
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
組
織
に
入
会
す
る

に
は
三
十
万
円
の
健
康
食
品

を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
友
人
や
組
織
の
人
か
ら
、

そ
の
程
度
の
金
額
な
ら
、
す

ぐ
に
取
り
戻
せ
る
ほ
ど
も
う

か
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
当
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ

　
　
　

ジ
ネ
ス
の
よ
う
な
、

人
を
勧
誘
し
組
織
の
人
数
を

拡
大
し
て
い
く
販
売
形
態
は
、

マ
ル
チ
商
法
と
も
呼
ば
れ
、

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
」
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

や
配
当
の
概
要
を
説
明
す
る

書
面
と
契
約
書
を
渡
す
義
務
、

広
告
の
表
示
に
関
す
る
規
制
、

勧
誘
す
る
と
き
に
禁
止
さ
れ

て
い
る
行
為
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
で
は
、
勧
誘

の
際
に
事
実
と
異
な
る
こ
と

を
告
げ
た
り
、
強
引
な
販
売

を
し
た
り
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

例
が
見
ら
れ
ま
す
。
マ
ル
チ

組
織
の
参
加
者
が
、
商
品
や

販
売
に
関
す
る
法
律
の
知
識

が
不
十
分
な
ま
ま
勧
誘
し
て

い
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
売

り
上
げ
金
額
が
自
分
の
収
入

に
直
結
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
に
マ
ル
チ
商
法
で
多

額
の
収
入
を
得
る
に
は
、
相

当
な
人
脈
と
営
業
能
力
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
安
定
し
た

収
入
を
得
る
に
は
売
り
上
げ

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

組
織
運
営
の
能
力
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分

の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
正
し

い
販
売
方
法
を
し
て
い
な
け

れ
ば
、
組
織
運
営
者
と
し
て

責
任
を
問
わ
れ
ま
す
の
で
、

常
に
組
織
の
運
営
・
管
理
に

は
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。「
一
度
組
織
を
作

れ
ば
、
印
税
収
入
の
よ
う
に

何
も
し
な
く
て
も
半
永
久
的

に
収
入
が
あ
る
」
と
勧
誘
さ

れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
が
、

現
実
は
違
い
ま
す
。
楽
し
て

も
う
か
る
よ
う
な
う
ま
い
話

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
生
活
相
談
室
で
は
、

マ
ル
チ
商
法
に
関
す
る
啓
発

の
ビ
デ
オ
も
貸
し
出
し
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

Q

A

     消  費  生  活
     相 談 室 か ら

□問 商工観光課

○８８ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ

ネ
ス
に
誘
わ
れ
ま
し

た
が

子
育
て
の
仲
間
づ
く
り
で
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を

  
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座

　
   
参
加
者
募
集

□問 保健推進課

市
長
が
敬
老
訪
問

　

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
九

月
五
日
�
、
久
保
田
市
長
が

敬
老
訪
問
を
し
ま
し
た
。
こ

の
日
、
市
長
は
市
内
で
六
番

目
の
長
寿
者
の
入
江
愛
さ
ん

（
満
百
二
歳
）を
訪
問
。
記
念

品
を
贈
り
、
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
入
江
さ
ん
は
、

い
つ
も
着
物
を
着
こ
な
し
、

今
も
自
分
で
針
に
糸
を
通
す

こ
と
が
で
き
、
趣
味
の
刺
し

ゅ
う
糸
に
よ
る
手 
毬 
づ
く
り

ま
り

や
百
歳
違
い
の
ひ
孫
さ
ん
と

の
遊
び
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
市
長
の「
血
色
も
よ

く
、
お
元
気
で
す
ね
。
ご
長

寿
の
ひ
け
つ
は
」の
問
い
か
け

に
、
愛
さ
ん
は
「
耳
は
少
し

　

九
月
二
十
日
に
「
平
成
十
四

年
京
都
府
地
価
調
査
結
果
」
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
価
調
査
は
、
基
準
地
の
正

常
な
価
格
を
判
定
す
る
た
め
実

施
す
る
も
の
で
、
一
般
の
土
地

取
引
価
格
の
指
標
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
と
き
に
は
、

ま
ず
標
準
価
格
を
調
べ
、
売
買

の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
価
調
査
結
果
の
閲
覧
は
、

市
役
所
都
市
計
画
課
・
同
行
政

情
報
室
・
市
内
各
図
書
館
で
で

き
ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課

　

京
都
府
地
価
調
査
の
公
表
に

伴
う
不
動
産
無
料
相
談
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
…　

月
４
日

１０

�
、
午
前　

時
〜
午
後
４
時
。

１０

京
都
商
工
会
議
所
ビ
ル
３
階
第

３
会
議
室
（
京
都
市
中
京
区
烏

丸
通
丸
太
町
下
ル
）

■
問
い
合
わ
せ
…
�
京
都
府
不

動
産
鑑
定
士
協
会（
�
０
７
５
・

２
１
１
・
７
６
６
２
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

不
動
産
無
料
相
談
会

宇
治
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
検
討
部
会
が
発
足

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
は
、
市
町
村
の
都
市
計
画
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め

る
も
の
で
、
都
市
計
画
法
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
近
年
の
社
会
経
済

情
勢
の
大
き
な
変
化
も
あ
り
、

第
四
次
総
合
計
画
の
策
定
を
機

会
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
見
直
し
は
、
今
年

度
と
十
五
年
度
の
二
年
で
行
う

予
定
で
、
現
在
、
宇
治
市
都
市

計
画
審
議
会
内
に
部
会
を
設
置

し
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

部
会
の
名
称
は
「
宇
治
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
部

会
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
検
討
部
会
を
二
回

開
催
し
、
検
討
部
会
の
進
め
方

や
本
市
都
市
計
画
の
現
況
分
析

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
三
回
目
か
ら
は
、
検
討
部

会
を
公
開
し
て
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討
過
程
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
関
心
の
あ
る
人
は
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…　

月
９
日
�
、
午
前

１０

９
時
半
〜
正
午　

◆
場
所
…
市
役
所
７
０
３
会
議

室◆
内
容
…
住
民
参
画
の
方
法
な

ど　◆
定
員
…
先
着
５
人　

◆
申
し
込
み
…　

月
２
日
�
ま

１０

で
に
都
市
計
画
課
へ

　

な
お
、
関
連
資
料
は
当
日
か

ら
市
役
所
行
政
情
報
室
に
置
き

ま
す
。 □問

 

都
市
計
画
課

14年京都府地価調査結果が
公表されました
�土地月間�１０月１日（火）～３１日（木）
                 10 月 1 日 は 「 土 地 の 日 」

遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
身
の

回
り
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
。
で
き
る
だ
け
自
分
で
す

る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
。

で
き
な
い
と
思
っ
て
は
ダ
メ
」

と
自
ら
の
信
条
を
話
さ
れ
ま

し
た
。　

　

市
内
に
は
百
歳
以
上
の
高

齢
者
が
十
八
人（
男
性
三
人
・

女
性
十
五
人
）で
、
九
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
は
百
七
十
三

人（
男
性
二
十
九
人
、
女
性
百

四
十
四
人
）で
す
。ま
た
、
市

内
最
高
齢
者
は
、
男
性
が
満

百
一
歳（
明
治
三
十
四
年
生

ま
れ
）、
女
性
は
満
百
三
歳

（
明
治
三
十
二
年
生
ま
れ
）で

す
。い
ず
れ
も
九
月
五
日
現
在
。

（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）９月２１日発行　第１３２６号

第
三
回
宇
治
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
検
討
部
会



お知らせ
■「選挙のあゆみ」改訂版を
　差し上げます
　市選挙管理委員会では、平成
14年 4月の京都府知事選挙の結
果を加えた「選挙のあゆみ」改訂
版を作成しました。先着100人
に差し上げます。□申 選挙管理委員
会事務局
■ツベルクリン反応検査と
　ＢＣＧ接種
　�とき…下表のとおり 。午後2
時～ 3時 20分 （ツベルクリン反
応検査の2日後に判定、陰性者に
ＢＣＧ接種）�ところ…保健医療
センター�対象…4歳未満の子ど
も　�保健推進課

■ふるさとの昔話・民話を知
　る図書展
　宇治・山城の民話を再話されて
いる「宇治民話の会」の活動や、
宇治・山城地方を中心とした民話
を紹介し、昔話・民話の本を展示。
�とき…9月 27日�～10月 17
日��ところ…中央図書館�展示
図書…成人書、児童書あわせて約
150冊　�同館（� 39-9256）
■宇治の民話を聞く催し
　「宇治の民話」を語る語り部ボラ
ンティア養成講座の成果を発表し

てもらうとともに、宇治の民話を
できるだけ多くの人に知ってもら
うための催しです。�とき…9月
28日�、10月 5日�、午後2時
～3時�ところ…中央図書館�テ
ーマ…「ふるさとのこんなおはな
し知ってる？～みんなで聞く宇治
の民話～」�対象…小学生以上の
子ども（大人も可）�参加費…無料
　�同館（� 39-9256）
■植物公園
　＜講習会･山野草のケト玉つく
り＞数種類の秋の山野草を植え
込んだケト玉（草玉）作りの実習を
行います。� とき… 10月 13日
�、午後1時半～午後3時半�定
員…先着20人�材料費… 2800
円　�同園（� 39-9387）へ ｡入
園料が別途必要です ｡
■市民交流ロビーコンサート
　10月～12月の予定は下表のと
おりです。�文化自治振興課

■市民素人茶香服大会
　団体戦と個人戦があります。�
とき…10月6日�、午後6時～�
ところ…宇治公民館�参加費…個
人（1人）300円、団体（5人一組）

1500円　□申 9月 27日�までに
宇治茶業青年会会長・北村さん（�
21-7272）か宇治市茶業青年会各
会員へ。　�農林茶業課
■ 聴覚障害者社会見学「黒
　壁スクエア」
　�とき ･･･10月 13日�、午前
9時～午後5時ごろ。午前9時に
総合福祉会館前に集合�対象…市
内在住・在勤の聴覚障害者と介助
者�内容…湖国芸術探訪－黒壁ス
クエア散策と守山市の佐川美術館
見学�定員…先着30人�参加費
…無料（ただし昼食代は各自負担）
�その他…手話通訳あり　□申 10
月 4日�までに社会教育課へ。

■リサイクル自転車販売会
　�とき…9月 28日�、午前10
時～�ところ…総合福祉会館前�
販売台数…約40台�価格…約
5000円～ 1万円。希望者多数の
場合は各自転車ごとに抽選。なお、
購入の際は必ず防犯登録が必要で
す。　�宇治市リサイクル自転車
販売協議会事務局（同胞の家内�
20-4080）
■人権・同和問題を考える市
　民講座（3回目）
　�とき…10月1日�、午後7時
～�ところ…西小倉地域福祉セン
ター�内容…「こけ枝のほのぼの

人権 噺 」=落語家・桂こけ枝さん
ばなし

�参加費…無料　�人権・同和対
策課
■福祉サービス公社アルバ
　イト看護師募集
　�資格…看護師資格を有し、土
曜・祝日を含む週2～ 3日以上勤
務可能な人�勤務地…西小倉・広
野デイサービスセンター　□申 9月
24日�～30日�の午前8時半～
午後5時（正午～午後1時を除く）
に市販の履歴書に6か月以内に撮
影した顔写真をはり、資格証明書
の写しを添えて福祉サービス公社
事務局本部（〒611-0011五ケ庄
折坂5-149東宇治地域福祉セン
ター内、� 38-2331）へ持参か郵
送で。面接日は後日連絡します。

官公署・その他
■城南勤労者福祉会館
　□申 同館（� 46-0780）へ。
　＜健康教室＞�とき…10月18
日～ 11月 15日の金曜、午前10
時～正午。5回�定員…先着30
人�受講料…2000円
　＜気功法教室＞�とき… 10月
20日～12月1日の日曜、午前10
時～正午。6回�定員…先着30
人�受講料…2500円

■学校支援ボランティア養
　成講座
　地域の皆さんの得意なこと、で
きることなどを養護学校の教育活
動に役立てていただくことが学校
支援ボランティアです。�とき…
下表のとおり�ところ…府立桃山
養護学校�対象…高校生以上�定
員…各20人�受講料…無料　□申 
①氏名②性別③年齢④住所⑤電話
番号を書き、10月 31日�までに
はがきかファクス、Ｅメールで府
立桃山養護学校（〒612-8012京
都市伏見区桃山町遠山50 学校支
援ボランティア養成講座係、�
075-621-4208、FAX075-621-
4210、Ｅメールmomoyama-s@ky
oto-be.ne.jp）へ。電話でも受け
付けています。

第１３２６号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　９月２１日発行（４）

ピアノソロ
　ピアノ　　木村千束さん

10/17
（木）

ピアノとフルート
　ピアノ　　溝口麻希さん
　フルート　吉村佳容さん

11/13
（水）

ピアノソロ
　ピアノ　　松本絵里奈さん

12/18
（水）

10/15（火）10/1（火）ツベルクリン反応検査
10/17（木）10/3（木）判定・ＢＣＧ接種

開講式、自閉症児・者の支
援について（9：30～）
学校支援ボランティア体験
（13:30 ～ 15:00）

10/16�

 肢体不自由児・者の支援
「主体的な生活を支援する
自助具について」

11/9�  
10：00　
～12：00

休日ボランティア体験「も
もやま土曜クラブ」

  1/18�
10：00　
～15：00

地域支援ボランティア体験
（八幡市地域ふれあい交流
事業「カエルのたまご」に参
加）、閉講式

 2/8 �  
9：00　
～13：00

�
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー�
講
師
…
吉
田
容
子
さ
ん
（
弁

護
士
）

�
定
員
…
各　

人
３０

�
参
加
費
…
無
料

�
保
育
…
２
歳
〜
小
学
３
年
生

�
申
し
込
み
…
希
望
日
・
住
所
・

氏
名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・

保
育
希
望
の
人
は
お
子
さ
ん
の

名
前
・
年
齢
を
書
き
、
各
講
座

の
前
日
（
保
育
希
望
の
人
は
５

日
前
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
に
男
女
共
同
参

画
課 
（
〒
６
１
１
�
０
０
２
１

宇
治
琵
琶　

�　

生
涯
学
習
セ

４５

１４

ン
タ
ー
３
階
、
�　

・
８
７
６

２０

９
、 

� 　

・
８
７
７
８
）
へ
。

２０

な
お
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
男

女
共
同
参
画
課
宛
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

　

姓
の
決
定
や
夫
婦
の
財
産
、

遺
言
な
ど
、
知
っ
て
い
る
よ
う

で
意
外
と
知
ら
な
い
結
婚
と
家

族
に
つ
い
て
の
法
律
。
人
生
の

局
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
に
迫

ら
れ
た
と
き
、
情
報
を
持
っ
て

い
る
の
と
持
っ
て
い
な
い
の
と

で
は
大
き
く
違
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
知
り
、
こ
れ
か

ら
の
結
婚
や
家
族
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
展
望
し
て
み
ま
し
ょ

う
。　

�
と
き
・
内
容
…
下
表
の
と
お

り
。
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

（　

日
の
み
午
前　

時
〜
正

２５

１０

午
）　

みんなで考えよう！これか
らの結婚と家族のゆくえ

10/11
（金）

どうなってるの？結婚にま
つわるいろんな法律

10/18
（金）

どうするの？あなたが望む
遺言・お墓

10/25
（金）

～みんなが子育ての
　　　サポーター～

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

さわやかに　マナーが行きかう　京の道
9月 21日（土）から 30日（月）まで秋の全国交通安全運動を実施

　高齢者の交通事故防止、シートベルトとチャイルドシートの着用の
徹底、二輪車事故の防止と自転車利用者のマナー向上を重点に実施し
ます。　一人ひとりが交通ルールを守り、交通マナーを高めましょう。

□問 宇治市交通安全対策協議会

　今回は、在宅介護サービス利用者調査の中から介護サービスの利用状況などについてお
知らせします。

　＊在宅介護サービス利用者調査…在宅の介護サービスを利用している人のうち半数の　　
　　　　　　　　　　　　　　　　   1122 人を抽出し調査（有効回答率 70.9％＝ 795 人）

介護保険サービス利用実態調査介護保険サービス利用実態調査（（そのその22））
□問 介護保険課介護サービスの利用状況は？

　＊介護保険サービス利用実態調査・高齢者暮らしと生きがいについての調査結果は、行政
　　情報室・市内の図書館のほか、介護保険課・健康生きがい課でも閲覧できます。

通所介護（デイサービス）

訪問介護（家事援助）

訪問介護（身体介護）

訪問介護（複合型）

訪問看護

福祉用具貸与

短期入所生活介護（ショートステイ）

通所リハビリテーション (デイケア）

訪問入浴介護

住宅改修費の支給

福祉用具購入費の支給

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

短期入所療養介護（ショートステイ）

403020100（％）

（1）現在利用しているサービス
　通所介護（デイサービス）が最も多くなっていま
す。次に訪問介護（家事・身体・複合の合計）、訪問
看護と続きます。（有効回答数795・複数回答）

29.9％利用限度額いっぱいまで利用して
いてサービスを増やせない

26.2％利用料が払えずサービスを増やせ
ない

15.0％希望するサービスの定員がいっぱ
いで利用できない

8.4％ケアマネジャーが希望どおりのケ
アプランを立ててくれない

32.7％その他

「不満である」理由
　　　　　　（有効回答数 107・複数回答）

（2）現在のサービス利用満足度
　約6割の人が希望どおりで、おおむ
ね満足されています（円グラフ参照）。
不満のある人は13.5％で、その理由と
して約3割の人が、「利用限度額いっぱ
いまで利用していてサービスを増やせ
ない」をあげています（下表参照）。
※利用限度額…要介護度ごとに決められ
　ている、介護保険で利用できる金額

795人

485 人

157 人

107人

46 人

不満である
　（13.5％）

最近利用して
いない
　（5.8％）

無回答
（19.7％）

希望どおり
でおおむね
満足
　（61.0％）

9月 22日（日）
午後0時15分から
　　　　15分間

ＫＢＳ京都　ＵＨＦ34ｃｈ

テレビ広報 さわやか宇治さわやか宇治

知
っ
て
い
ま
す
か
？
結
婚
と
家
族
の
法
律

知
っ
て
得
す
る
法
律
講
座

39.5

22.5

8.1

6.5

16.2

12.6

10.4

10.3

8.3

6.5

4.8

4.7

3.0

1.6

手話通訳あり

統計で働く姿を見つめよう

平成 14年 10 月 1日現在で
　就業構造基本調査
　　　　　　　　　を実施します

調査の対象となっ
た世帯には、統
計調査員が伺い
ますので、ご協力
をお願いします。

□問 企画課


